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やや危険です。

壁の量とバランスに関する評価と改善ポイント

ＧＦD×EB×CＡ

×××× 0.771.001.001.260.611.00

総合判定

=

総合判定結果

有効な壁の量は満足していますが、配置が偏っていま
す。地震で揺られる側に壁を増やす方が安心です。

倒壊または大破壊の危険があります
。

壁の量とバランスに関する評価と改善ポイント

ＧＦD×EB×CＡ

×××× 0.591.001.000.591.001.00

総合判定

=

総合判定結果

有効な壁の量がかなり不足ですが、配置は適切です。
　全体に相当多くの壁を増やし、平面的に偏らないよう
に配置して下さい。


